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取組みの流れ
・急速な社会構造の変化に伴い様々な活動に限界

⇒次の世代に未来を託すため

地区コミュニティ計画及び組織を再構築（住民参加⇒地域活動を見直し）

・目指す将来像の設定！

・コミュニティ計画で定めた課題解決への取組み

⇒「特別プロジェクト」３つの実現！

・国の交付金事業（農村RMO形成モデル支援）を導入（R4～R6）

メニュー：農用地保全、地域資源活用、生活資源

・旧伊手小学校（地域資源）を活用して事業をマネジメント

⇒コミュニティ-ビジネスも含めた「地域運営組織への移行」！

・「伊手地区の小さな拠点づくり」モデル地区指定

 ⇒旧小学校改修工事に関する協議（R5～R6）⇒市長プレゼン
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農村ＲＭＯの実施体制
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伊手振興会

伊手農村農業活性化協議会

＊農村RMO事業実施主体

①農地保全 ②資源活用 ③生活支援

伊手振興会
（株）菅野農園

農地・水組織伊手組織
中山間連絡協議会

伊手小学校跡地活用
検討チーム会議

＊「伊手コミュニティ計画」
特別プロジェクト

伊手振興会
つながる部会

伊手農村農業
活性化協議会

伊手地区を包括する住民自治組織（一般RMO）＊既存組織

＊伊手振興会の部会

伊手地区センター
伊手振興会が奥州市から指定管理を受託

伊手地区センター職員兼伊手振興会事務局



１．伊手の紹介
 奥州市の最東端に位置する中山間地

 人口1,443人、620世帯、高齢化率53％（R4年）

 ９つの行政区（自治会）からなる

 かつては鉱山もありにぎわった（昭和53年閉鎖）

 5,000haの広大な面積の67%が山林

 農業が主産業（米、和牛、りんごなど）

 中学校は令和4年3月に閉校、伊手小学校も令和5年
3月をもって閉校

ココ
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２．コミュニティ計画の策定
 完成した新しいコミュニティ計画
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３.農村RMOの取り組み
 農村ＲＭＯ

 令和4～6年度補助対象に

 農用地の保全

 ビジョン作成

 地域資源の活用

 伊手小学校

 ブランド化

 生活支援

 伊手小学校で農福連携
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伊手全体で話し合え
るデータ作成

鳥獣害被害の
実態把握



Ｒ4からR6の取組み

 ①「農用地の保全」は農地農業将来ビジョン作成検討会の開催、有害鳥獣被
害実態把握を行いビジョンの作成を目標としている

※「まもれる農地とまもりきれない農地の見える化」地図の作成、

「生息・被 害の見える化」を実施

 「鳥獣対策モデル区域」での実効性のある対策及び「守れる農地と人を守
る」ための対策のレベル設定も検討

人・農地プラン+図面＝地域計画への反映に展開した

 ②「地域資源活用」は、旧小学校跡地活用検討会の開催・同グランドデザイ
ン作成・跡地運営体制の構築、並びに「伊手ブランド化」などの発信を目標設
定

 ③「生活支援」は、生活課題に対する利用者ニーズと支援ニーズを調査し、
お互い様支援体制の構築を目標

自家用有償旅客運送“いで・ごー”による事業もこのボランティアメニューのひとつに展開
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農村ＲＭＯ形成モデル支援 江刺伊手地区 伊手農村農業活性化協議会（岩手県奥州市） 令和4年度の活動まとめ ～未来ビジョン・ミッション～

農用地保全

地域資源活用（旧伊手小学校の活用）

生活支援

（今年度の活動）
１）農用地に関する資料の収集
２）農用地の課題のマップ化
（中山間の地域戦略ベース）

３）中山間直払組織代表らによる
ワークショップの開催（２回）

（見えてきた困りごと）

■お米は作るより買った方が安いくらい
・米価が安い
・収量は１反あたり７俵（条件不利地
域）

■跡継ぎどころか、やってくれる人がいな
い

■条件の良い田んぼでもやめてしまう人が
いる

■地区外に住んでいる田んぼが手つかずに
なっているものも少なくない

■草刈りが大変。これ以上作らない人が増
えるとやりきれない。

（取り組むべき課題－ミッションー） （実現したい未来－ビジョン
－）

（今年度の活動）
１）活用検討チーム会議（５回）
２）先進地視察（秋田県内３か
所）
３）学識者による勉強会
４）住民アンケート調査
５）市との協議（複数回）

（見えてきた困りごと）

■地域としては、地元で活用したいと考え
ているが、市は「民間への売却」を第一希
望としており、地域が活用しようとすると
きの具体的な支援体制が整っていない。

■また、活用方法によって市の担当窓口も
変わってくる。

■小学校の規模が大きいため、地域として
は校舎の一部の活用からスタートさせたい
と考えているが、そのような活用が可能か
市との協議が必要となっている。

（取り組むべき課題－ミッションー） （実現したい未来－ビジョン
－）

【令和５～６年度】

①市との協議により、一部教室で
の活用をスタートさせる。
（案：農福連携による加工作業
場）

②子どもたちわくわくするような
体験イベントをグラウンドや校舎
を使って試行的に実施する。

③小学校を拠点化するために必要
な修繕等の基本設計を行う。

④小学校跡地において自立的に事
業を展開させる組織を立ち上げる。

【令和５～６年度】

①「守るべき農地」と「守り切れ
ない農地」のマップ化

②世代別語る会の開催
・守るべき農地の守り方
・守り切れない農地のこれから

③有害鳥獣対策の勉強会と実践

子どもたちが
「伊手っていいな」
「戻って来たいな」
と思う活動拠点となる。

地域の負担とならない
自主自立の運営を実現し、
稼げる拠点となる。

【令和７年度～】

・中山間や多面的などの事務
の一括化による負担軽減

・「守るべき農地」の守り方
の実践（機械の共同化、集落
営農等）

・「守り切れない農地」の次
のあり方に向けた実践（粗放
的農業、果樹園等）

【令和７年度～】

・貸し部屋等の営利的事
業を実施する。

・特産品開発等新たな産
業を生み出す。

・移住を促進するための
事業を実施する。

・その他ビジョン実現に
必要な活動や事業を住民
主体により展開する。

伊手らしい働きたくなる
新しい農業

（半農半Ｘ、働き方改革）

を描き、実現する。

いろんな人が関わる
農村・農業を実現する。
（非農家、外国人、

（今年度の活動）
１）つながり部会（１回）

（見えてきた困りごと）

■おたがいさまのしくみを必要とするほど
困っている人がいる分からない

■今は民生委員が対応しているが、民生委
員の仕事をは大変。民生委員を助ける仕組
みが必要

（取り組むべき課題－ミッションー） （実現したい未来－ビジョン
－）

【令和５～６年度】

①住民アンケート調査を実施し、
おたがいさまの仕組みのニーズを
知る

②民生委員の困りごとの把握

【令和７年度～】

・有償ボランティアだけ
ではないおたがいさまの
しくみをつくる（主体と
対象サ―ビス内容）

いつまでも
安心して暮らせる
つながりをつくる



１）農用地の保全 有害鳥獣被害及び対策の実態調査 実践活動１
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農地の現状把握 有害鳥獣対策勉強会（講師；古谷益朗氏）

「鳥獣被害マップ作り」見える化WS 対策に実態調査 次の展開へ



有害鳥獣被害及び対策の実態調査 実践活動２

 2023/10/20 鳥獣対策に係る定点カメラ設置（古谷益朗氏）

「鳥獣見た・被害あった図」（ 9/12WSで作成）を基に２か所選定

設置条件；被害が多い、これから個体数が多くなる、

土地所有者の承諾

・隅川地内 ・和野地内
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農用地耕作実態の調査 2023/11/22ワークショップ
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内容：①R5作付け状況 ②R11作付けできる？ ③シカ、イノシシ、熊の出没状況
（中山間19集落、農地・水１組織（全組織）出席関係者：延べ26名

①水稲作付け
転作
自己保全
その他

②作付けできる
草刈りできる
できない

③獣の出没



「農地・農業アクションプラン」のまとめ
地域計画（人・農地プラン）策定に反映！
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「農地・農業アクションプラン」のまとめ 【イメージ図】 13



開校式＆第１回授業
２０２４年６月７日（金）

13:30～15:00

60名程が受講



令和6年度 けもの大学カリキュラム
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開校式＆第１回授業 2024年８月２３日（金）
14：30～15：30



２）地域資源活用
 小学校跡地活用

 伊手小学校跡地活用検討チーム会議の立ち上げ（令和4年6月）

17

伊手の子どもたちが
「伊手っていいな」と思える
拠点となること・活用を目指す

収益性のある事業も行いながら
地域にとって公益的な拠点運営によって
地元の負担のない地域拠点を目指す



伊手小学校跡地活用アクションにもとづく実践活動（令和５年度）
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・参加児童 22名（一泊二日）
ピザ、カレーライス、花火、キャンプファ
イヤ、水風呂、テントで一夜！
・同校舎のテラスの復活
電動工具も使って補習実践！
・同校舎の利活用WS（参加者20名程）

古里での野外活動は素晴らしい体験！

front back



小学校跡地活用アクションにもとづく実践活動
①キャンプ・テラス復活 ②見学会・跡地活用WS（こども向け、おとな）

19校舎のテラス復活！

みんなの名前を覚えよう
夕食はカレーライス

お昼 ピザ作り体験
校舎の利活用ワークショップ



取りまとめた利活用基本構想
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10/10伊手農村農業活性化協議会から市長へ提出

《目指すべき基本理念》 ３つの軸

①子ども達を中心とした地域の賑わいの創出
②地域産業を学び発信できる拠点
③地域交流の促進とチャレンジできる場の整備



「小さな拠点づくり（伊手）」モデル事業
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∴ 伊手農村農業活性化協議会は、
・事業計画・運営計画 ８月中を目途に作成を展開
・設計協議 運営計画素案作成⇒調整⇒幹事会確認⇒市と共有（10月）
・地域運営組織法人 設立は年内を目標

市が奥州市未来羅針盤プロジェクトに伊手地区域生活圏モデルとしてデザイン
（次ページ 奥州市資料参照）

【スケジュール】

令和６年３月30日 伊手地区をモデル地区指定（振興会総会議決）
５月31日 小さな拠点づくりモデル事業実施協定締結（振興会総会議決）
６月 旧伊手小学校複合施設改修設計業務の入札執行
６月20日 市議会（全員協議会）に説明
９月 設計業務完了予定 /総合計画実施計画・ローリング作業

令和７年２月 改修工事に係る予算要求
令和７年度 工事の発注、施工、完成
令和８年４月 ２階を複合施設として供用開始（１階は伊手地区センター）
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（奥州市公表資料から引用）



３）生活支援
 地域内交通プロジェクト 自家用有償運送「いで・ごー」本格運行 令和５年４月１日～
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伊手地区のメインストリートにある商店
や食堂と一体的に運行する体制を構築。
小さな拠点を守る足としての活躍が期待
される。（R４.10.3～試行運行開始）

事業運営主体：伊手振興会
ボランティアドライバー：

商店や食堂のスタッフ 他

出発式には市長も駆けつけ
エール

R6年2月時点登録者は74人、月平均
61.2人の利用実績（週３日の運行）
一日当たり5.6人
指定乗降場所 40ヵ所



「いで・ごー」自分たちの移動は自分たちで助け合おう！

伊手振興会が主体となって運行する地区住民の移動を助ける交通

 ・ボランティアドライバー ６名

 ・特色ポイント：地元タクシー（周辺地域を含め唯一のタクシー出張所）との共存

・R6年2月時点 登録者は74人

利用実績（週３日の運行） 月平均61.２人/一日当たり5.6人

 利用者の増、「交通手段地区内条件が平等化され浸透した」と評価



 ・自家用有償運送登録者へのアンケート

 意見 ⇒ ボランティア送迎の試行（買い物支援）
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＜RMO取組内容＞
 期 間：令和４年度～６年度

 令和４年度

 １）農用地保全、地域資源活用、生活支援に係る将来ビジョン策定

 ２）農用地の耕作実態調査と有害鳥獣被害及び対策の実態調査

 ３）小学校跡地活用に関する検討会の開催（小学校跡地活用アクションの作成）

 令和５年度

 １）農地・農業アクションプランの作成

 ２）小学校跡地活用アクションにもとづく実践活動

 ３）伊手水（伊手の湧水）を活用した伊手ブランド化の検討

 令和６年度（事業最終年度）

 １）農地・農業アクションプランに基づく実践

 ２）小学校跡地活用アクションにもとづく実践活動

 ３）伊手水（伊手の湧水）を活用した伊手ブランド化の実践
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おわりに

“日出る伊手”の農村ＲＭＯへのチャレンジ

イデアイ（IDEAI）

伊手農村農業活性化協議会

2024/12/19
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ホームページインスタグラムフェイスブック SNS・HP

やってます。
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